
                                          

＊
女
性
連
合 

あ
い
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介 

大
槌
町
小
鎚
第
４
仮
設
団
地
（
遠
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
）
や
、
宮
前
仮
設
支
援
（
仙
台
北
バ
プ
テ
ス

ト
教
会
）
、
緑
が
丘
７
丁
目
仮
設
住
宅
支
援
（
郡
山
コ
ス

モ
ス
通
り
キ
リ
ス
ト
教
会
）
、牡
鹿
支
援
（
宮
城
チ
ー
ム
）

で
手
芸
サ
ー
ク
ル
（
自
主
活
動
）
が
盛
ん
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
女
性
連
合
の
あ
い
あ
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
毛
糸
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
用
の
布
等

を
集
め
て
い
た
だ
き
、
各
仮
設
団
地
に
献
品
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
材
料
を
使
っ
て
で
き
た
作
品
を

第
５８
回
連
盟
定
期
総
会
の
時
に
、
現
地
支
援
委
員
会
の

ブ
ー
ス
で
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
べ
て
完

売
！！
ご
購
入
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
上
は
作
品
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
各
仮
設
団
地
の

小
物
サ
ー
ク
ル
に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

形
で
、
仮
設
団
地
の
皆
さ
ま
と
連
携
で
き
る
関
係
を
各

チ
ー
ム
が
築
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
本
当
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。 

ま
た
、
あ
い
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
今
ま

で
、
冬
用
の
洋
服
や
、
お
米
、
ク
ッ
キ
ー
、
生
活
用
品

な
ど
た
く
さ
ん
の
献
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
リ
ク
エ

ス
ト
を
出
す
と
、
ま
た
た
く
ま
に
全
国
か
ら
物
資
が
集

ま
っ
て
き
ま
す
。
女
性
連
合
の
皆
さ
ま
の
熱
い
思
い
と

祈
り
、
そ
し
て
そ
の
行
動
力
に
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま

す
。
ま
た
、
郡
山
コ
ス
モ
ス
通
り
キ
リ
ス
ト
教
会
が
支

援
活
動
を
し
て
い
る
緑
が
丘
仮
設
団
地
の
支
援
の
際
に

は
あ
い
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
々
が
前
日
か
ら
泊
ま

り
込
み
で
何
度
も
お
手
伝
い
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
沖
縄
の
サ
ン
ゴ
で
作
っ
た
箸
置
き
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
り
、
タ
イ
派
遣
宣
教
師
日
の
高
龍
子
先
生

は
タ
イ
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
ご
奉
仕
を
し
て
く
だ
さ
り
仮

設
の
方
が
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
今
月
は
、
蛭

川
潤
子
会
長
と
犬
塚
美
佐
子
（
ふ
じ
み
）
さ
ん
、
佐
々

木
恵
さ
ん
（
ル

ワ
ン
ダ
）
が
ル

ワ
ン
ダ
の
お
土

産
を
配
布
し
て

く
だ
さ
い
ま
し

た
。
本
当
に
心

強
い
助
っ
人
で

す
。 

＊
談
話
室
新
築
＆
増
築
感
謝
開
所
式 

大
槌
町
小
鎚
第
７
仮
設
団
地
談
話
室
新
築
開
所
式
及

び
大
槌
町
小
鎚
第
４
仮
設
団
地
談
話
室
増
築
感
謝
式
が

１１
月
１７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
キ
サ
ス
バ
プ
テ
ス

ト
連
盟
よ
り
ク
リ
ス
・
リ
ー
ブ
ラ
ム
氏
、
日
本
バ
プ
テ

ス
ト
連
盟
よ
り
加
藤
誠
常
務
理
事
が
参
加
。
神
奈
川
連

合
よ
り
１１
人
、
第
７
仮
設
談
話
室
新
築
責
任
者
の
古

川
力
氏
（
仙
台
）
を
は
じ
め
仙
台
北
教
会
よ
り
５
人
、

第
４
仮
設
談
話
室
増
築
責
任
者
の
石
井
努
氏
（
高
崎
）

な
ど
力
強
い
助
っ
人
が
備
品
設
置
、
春
に
咲
く
球
根
を

プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
る
作
業
、
外
用
の
テ
ー
ブ
ル
＆
ベ

ン
チ
作
り
を
す
る
た
め
に
来
て
く
だ
い
ま
し
た
。 

        

開
所
式
に
は
盛
岡
教
会
よ
り
大
須
賀
真
人
・
綾
子
牧

師
は
じ
め
５
人
の
方
々
が
手
伝
い
に
駆
け
つ
け
て
く

だ
り
大
助
か
り
。
加
藤
常
務
理
事
が
開
所
式
の
中
で

「
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
」
に
つ
い
て
爽
や
か
に
説
明

を
し
て
く
だ
さ
り
私
た
ち
の
立
場
が
公
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
総
勢
２５
人
で
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス

を
賛
美
す
る
こ
と
で
き
、
主
の
導
き
を
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。
開
所
式
に
き
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
と
一
緒

に
歌
っ
た
「
ふ
る
さ
と
」
は
一
生
、
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
涙
、
涙
の
開
所
式
で
し
た
。
大
槌
町
役
場

の
方
々
も
き
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、
西
南
学
院
大
学
や

東
京
女
子
大
よ
り
学
長
名
で
祝
電
を
い
た
だ
く
と
い

う
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。
全
国
の
諸
教
会
・
伝

道
所
の
皆
さ
ま
の
お
祈
り
の
結
集
に
よ
る
業
と
主
の

先
立
ち
を
垣
間
見
た
ひ
と
時
、
そ
し
て
改
め
て
積
み
重

ね
て
き
た
日
々
の
中
に
主
の
守
り
と
導
き
が
あ
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
全
国
か
ら
来
て
く
だ
さ
っ
た
２５０
人
を

超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
が
繋
い
で
く
だ
さ
っ

た
バ
ト
ン
の
恵
み
を
確
認
し
て
た
だ
た
だ
感
謝
で
一

杯
で
す
。
特
記
事
項
と
し
て
今
回
、
開
所
式
の
準
備
を
す

る
中
で
、
大
槌
町
第
１４
仮
設
団
地
（
１２
世
帯
）
の
出
会

い
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
世
帯
数
が
少
な
く
土

地
が
狭
い
た
め
談
話
室
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

住
民
の
方
々
は
外
で
手
芸
サ
ー
ク
ル
を
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
早
速
手
作
り
の
ベ

ン
チ
と
テ
ー
ブ
ル
を
献
品
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
っ

て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
て
ま

た
ま
た
感
謝
。
こ
の
よ
う
に
談

話
室
が
な
い
仮
設
団
地
が
大

槌
町
だ
け
で
も
あ
と
２１
箇
所

も
あ
る
と
の
こ
と
。
孤
立
、
孤

独
死
。
自
死
を
防
ぐ
た
め
に
談

話
室
は
不
可
欠
で
す
。
今
後
の

祈
り
の
課
題
で
す
。 

◆
こ
れ
か
ら
の
活
動 

 

各
チ
ー
ム
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
準
備
に
入
り
ま
す
。
遣
わ

さ
れ
て
い
る
仮
設
団
地
の
皆
さ
ま
に
お
配
り
す
る
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
用
意
し
訪
問
と
お
茶
っ
こ
、
ク
リ
ス
マ
ス
集
会

を
計
画
中
。
豊
な
時
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

 
 

 
 

（
現
地
支
援
担
当 

金
子
千
嘉
世
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東日本大震災被災地支援委員会ニュースレター 

祈りの絆 

連盟の被災地支援に関する情報は、連盟ホームページをご覧ください。http://www.bapren.jp/ 

東日本大震災被災地支援委員会 
原発課題班コラム 

原子力発電所と放射能について 
知っておきたいこと⑥ 
放射線量計測について 

 

 ただ今、要望のある教会・伝道所に対する

放射線計測を行っています。海外のバプテス

ト諸団体からの指定寄付もあり、比較的性能

の良い放射線計測器（2 種）を入手すること

ができました。これらの機械を用いて、地上

10 ㎝・50 ㎝・100 ㎝の空間線量および壁等物

の表面 10㎝の空間線量を計測しています。実

作業 30 分程度です。また、会堂や牧師館で使

用している水道水の放射線量も連盟事務所に

設置している機械で計測しています（後日、

計測結果報告）。 

 東日本委員会で定める基準値以上の放射線

が検出された場合（年間 1ミリシーベルトを

目安としています）、簡易の「除染」方法をお

勧めし、申請があれば内規の範囲内の助成を

募金の中から行おうと考えています。この放

射線計測活動の趣旨は、①無用の追加被ばく

をできる限り避けること、②そのための判断

材料を教会・伝道所に提供することにありま

す。どうぞ東日本委員会事務局までお申し

出・お尋ねください。原発課題班（濱野道雄） 

 

お祈りください 

１．各チームのクリスマス集会を覚えて 

２．仮設の方々の寒さ対策に知恵が与えられるように 

３．福島の子どもたちの健康が守られるように 

４．冬の車移動、事故がないように 

総会にて手芸品の販売 

第 7仮設談話室（新築） 
第 4仮設談話室（増築） 

「教会は何を聞き、何を語ってきたのか」 

被災地支援募金込１０００円 

宣教研究所まで 

東日本大震災と原発事故が問いかける 

宣教・神学フォーラムⅠ 報告書 

 
東日本大震災被災地支援募金にご協力ください  

すべての支援活動は、募金によって支えられています。 
◇２０１２年度目標額 ２０００万円 ◇４～９月支援募金額 １０,０１６,５７９円 

  （内訳）国内分 ７,３４６,４３３円 

  （内訳）国外分 ２,６７０,１４６円 

上記の他に指定（主に海外から）募金１２,７６４,６２６円があり、指定された使途に用いられます。 

お祈りとご協力に心から感謝申し上げます。 

送金先：郵便振替００１４０－９－１８０８８１宗教法人日本バプテスト連盟総務部 

※「大震災被災地支援募金」と明記してください。※募金は極力、教会単位でご送金ください。 

海外からの募金は別口座になります。総務部までお問い合わせください。 

http://www.bapren.jp/uploads/photos/485.pdf

